
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 
平成２３年３月３１日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

698名の糖尿病患者（男性416名/女性282名）に対して身長、体重、問診票でいびきの有無、

ESS(Epworth sleepiness scale),アルコール摂取の有無を調査し、同日にpolysomnographyと相

関性が高いフローセンサ法でSDBのスクリーニングを行ったSDBの合併率は85.8％（599/698名）、

中等度SDB以上が41.1％（287/698名）、重症SDBは4.2％（30/698名）であった。BMI23以下でも

SDBは82.7％（196/237名）、中等度SDBは35.4%(84/237名)であったが、BMIが23より高い群と比

較するとともに有意にSDBの頻度は低かった（p<0.01）。重症例はBMI30以上で高率となり、ESS

の陽性率も高率であった。肥満度低値(BMI<23以下)であっても中等度以上のSDBが35.4％に合併

している点やESSの陽性率が高くないことなどがスクリーニングの問題点であることが明らかと

なった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
We investigated height, weight, snoring and ESS (Epworth sleepiness scale) for 698 
diabetes subjects (416 men /282 women) and performed screening of SDB by using the 
single-channel airflow monitor that had relatively high agreement with polysomnography 
results. The prevalence of SDB was 85.8% by screening of this study. The present study 
suggested that the prevalence of SDB correlated with Body Mass Index (BMI). But the 
prevalence of moderate SDB among BMI < 23 group was 34.5%. As problems of the screening, 
we showed that 35.4% of diabetics who had 23 or less BMI had moderate sleep-disordered 
breathing and ESS score is not ideal enough for diabetic subjects with severe SDB to use 
as screening tool  
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１．研究開始当初の背景 
SDB(Sleep Disordered Breathing :SDB)の代
表疾患である閉塞性睡眠時無呼吸患者では
40％程度は糖尿病を合併していると推定さ
れ、逆に糖尿病においては SDBが 54％程度合
併することが報告されている（Meslier N et 
al Eur Respir J 22(1):156-160, 2003）。ま
た、SDB は交感神経系の亢進や夜間の動脈血
の酸素飽和度の急激な変動から血圧上昇、耐
糖能異常をもたらす動脈硬化促進因子と推
定されている。さらに CPAP（continuous 
positive airway pressure）治療が高血圧や
インスリン抵抗性を改善することも報告さ
れ て い る （ Punjabi NM J Appl Physiol 
99(5):1998-2007,2005）。しかし肥満度が高
度である欧米を中心とした研究が多く、必ず
しても肥満度が軽度であっても同様な慣例
性があるかは不明である。わが国の糖尿病患
者は、欧米と比較して肥満度が低いことや脳
卒中の発症率が高いことから、日本独自の長
期疫学的研究により得られる知見は重要で
あり、その意義は国際的にも大きな意味を持
つ。 
２．研究の目的 
 
密接な協力体制を有する愛媛県内の 10 地域
基幹病院（日本糖尿病学会教育施設）に通院
中の糖尿病患者における睡眠呼吸障害
（Sleep Disordered Breathing :SDB）の重
症度を客観的な手法により評価する。そして
糖尿病患者における SDBの有病率の算出と簡
便かつ精度の高い SDBスクリーニング方法を
確立するとともに、SDB と糖尿病の重症度、
細小血管障害の発症進展との関連を明らか
にし、さらに糖尿病患者における脳卒中・虚
血性心疾患の発症に SDBと糖尿病の重症度が
及ぼす影響を明らかにするための長期的な
プロスペクティブコホート研究のベースラ
インデータを得るために横断的疫学的研究
を実施する。 

 

３．研究の方法 

①糖尿病およびに脳卒中、虚血性心疾患に

関する調査 

過去の最大体重、巨大児の出産歴の有無、

糖尿病の罹病期間、糖尿病の治療歴など糖

尿病に関する一般的な調査を行う。また糖

尿病神経障害の状態把握の為に自覚症状に

ついての問診、アキレス腱反射の有無、１

２８Hz の音叉による感覚障害の診察を行

う。また眼底検査による網膜症や腎症の評

価も実施する。脳卒中や虚血性心疾患の既

往などについて問診、診察、生理検査など

から調査を行う。ESSを主観的な眠気とし

て検査を行い、ESS11点以上を陽性とした。 

②SDBの診断スクリーニング 

今回の調査のうち約 500人においてフローセ
ンサ法を用いた SDBスクリーニング検査を実
施する。フローセンサ法は PSGによる重症度
評価と高い妥当性が確認されており、簡便で
正確な診断ができるスクリーニング方法と
し て す で に 報 告 済 み で あ る （ Nakano, 
Tanigawa et al. Eur Respir J 2008; 
32:1060-7 ）。 無 呼 吸 低 呼 吸 数 RDI 
(Respiratory Disturbance Index)5 以上を
SDB陽性とし、RDI15以上を中等度 SDB、RDI40
以上を重症 SDB とした 

 

４．研究成果 

①SDBのスクリーニング結果 

SDBの合併率は85.8％（599/698名）、中等度

SDB以上が41.1％（287/698名）、重症SDBは

4.2％（30/698名）であった。 

 

SDBのスクリーニング結果 

 

 

②BMI別によるSDBの有病率 

BMI23以下でもSDBは82.7％（196/237名）、中

等度SDBは35.4%(84/237名)であったが、BMI

が23より高い群と比較するとともに有意に

SDBの頻度は低かった（P<0.01）。重症SDBに
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ついては差がなかった。肥満度が高度である

とSDBの頻度はより高率であった。 

 

③ESSといびきの問診と関連性 

ESSについては全体の7.6％（53名/698名）で

陽性であった。BMI23以下ではESS陽性率は低

値であった（p<0.05）。いびきの問診ではSDB

の頻度に差がなかった（p<0.1）。 

 

BMI別での中等度以上SDBの合併 

 

 

④重症 SDBのスクリーニング 

重症例は BMI30以上で年齢性別で調整後も高

率となり、ESS の陽性率も高率であった。本

研究で BMI23以下でも軽度以上 SDBが 82.7％、

中等度以上 SDB35.4%が合併している点や重

症 SDBにおいても ESS陽性率は高くない点な

どが SDBのスクリーニングの問題点であるこ

とが明らかとなった。 

 

 重症SDBはBMI30 以上で高率となる。 

（性別・年齢で補正後 p＜0.0006） 

 

⑤本研究成果の位置づけ 

 本邦でも一般住民を対象とした疫学研究に

おいて、SDBは糖尿病の発症リスクであること

が報告された。本研究において糖尿病患者に

おいてSDBは非常に高率に合併していること

を明らかにした。特に中等度以上のSDBはBMI

が上昇するにつれてその合併率は上昇するが、

非肥満例においても 35.4%であったことは臨

床的には極めて大きな課題でもある。 

 今後は糖尿病合併症とSDBとの関連性の研

究やCPAPなどのSDBへの治療が糖尿病合併症

へ与える影響に関する研究が急がれる。 

 

⑥本研究の今後の展望 

1）本研究の糖尿病合併症とSDBとの関連性に

ついての詳細な解析 

本研究は横断調査であるが、本研究に協力し

た医師はいずれも糖尿病専門医であり、今後

SDBと詳細な糖尿病合併症との関連性、虚血性

心疾患、鬱病、脳卒中などの関連性について

も解析を進める予定である。 
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2）糖尿病とSDBとの関連性に着目したコホー

ト研究の推進 

本研究の開始にあたり前向きコホート研究の

ベースラインデータ整備に活用する予定で準

備を進めており、本研究によって今後さらに

SDBと糖尿病に関する疫学調査を進めること

ができる。なかでも糖尿病合併症の発症進展

との関連性や我が国に多い脳卒中との因果関

係が解明可能である。SDBと糖尿病に関する研

究について先行している欧米では肥満合併の

糖尿病が圧倒的に多い。世界の中で糖尿病人

口が激増しているアジア地区では、糖尿病は

肥満が軽度でも高率に発症する特徴をもって

いる。肥満を伴っていない糖尿病患者におけ

るSDBが与える影響に関する疫学研究は世界

的にも注目される結果が得られる。 
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